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河
村
錠
一
郎
名
誉
教
授
年
譜
・
主
要
著
作
目
録

一
九
三
六
年
四
月
十
九
日
　
東
京
都
浅
草
区
新
福
井
町
五
番
地
に
生
ま
れ

る
。
父
鉦
眞
、
母
敏
子
の
第
二
子
長
男
。
浅
草
、
上
野
、
両
国
、
柳
橋

に
接
す
る
卸
問
屋
の
多
い
地
域
で
遊
興
三
昧
の
旦
那
衆
に
は
な
か
ら
囲

ま
れ
行
く
末
を
案
じ
る
。

一
九
四
一
年
、
遊
園
地
の
電
気
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
知

ら
ず
衝
突
を
繰
り
返
し
、
世
の
荒
波
の
洗
礼
を
受
け
る
。
後
年
、
自
動

車
免
許
は
ア
メ
リ
カ
で
取
る
。

一
九
四
三
年
四
月
　
浅
草
区
立
育
英
小
学
校
入
学
。
父
の
店
舗
か
ら
遺
一

　
つ
裏
に
ま
わ
っ
た
し
も
た
や
か
ら
通
学
。
住
居
が
隣
の
別
の
し
も
た
や

と
壁
を
く
り
ぬ
い
て
つ
な
が
る
。
こ
の
時
の
不
恩
議
な
感
覚
か
ら
、
数

年
後
、
文
学
少
女
だ
っ
た
母
の
蔵
審
の
江
戸
川
勧
歩
に
夢
中
に
な
る
。

一
九
四
四
年
　
大
宮
郊
外
に
、
さ
ら
に
つ
づ
い
て
、
尾
張
一
の
宮
の
父
方

　
の
祖
父
母
の
家
に
疎
開
。
多
少
と
も
経
済
的
余
裕
の
あ
る
少
数
派
の
都

会
子
は
白
眼
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
都
会
－
不
純
、
地
方
－
純
粋

　
の
通
念
に
対
す
る
不
信
感
の
始
ま
り
。
父
は
養
子
で
、
血
の
つ
な
が
っ

　
て
い
な
い
孫
に
対
す
る
、
食
糧
を
め
ぐ
る
祖
父
の
冷
た
い
仕
打
ち
に
母

が
必
死
に
抵
抗
－
子
供
心
に
既
に
大
人
世
界
の
地
獄
を
垣
間
見
る
。

一
九
四
五
年
　
名
古
屋
空
爆
－
真
っ
赤
に
染
ま
る
夜
空
を
花
火
の
よ
う

に
見
上
げ
な
が
ら
防
空
壕
に
駆
け
込
む
。
八
月
、
敗
戦
。
新
学
期
を
東

京
で
迎
え
る
（
柳
北
小
学
校
へ
転
入
学
）
。
一
階
が
店
舗
、
二
階
が
住

ま
い
、
三
階
が
縫
製
工
場
と
い
う
職
住
一
体
の
家
（
現
在
の
浅
草
橋
二

丁
目
）
で
の
生
活
に
な
る
。
店
員
や
工
員
た
ち
を
「
・
…
：
ど
ん
」
と
呼

ぴ
、
彼
ら
に
「
錠
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
。
二
階
の
一
部
に
松
竹
の
助

監
督
Y
氏
夫
妻
が
間
借
り
。
松
竹
へ
遊
び
に
行
く
。
全
盛
時
代
の
水
戸

光
子
と
写
真
撮
影
。
同
じ
町
内
に
家
を
新
築
。
完
成
直
前
の
家
で
父
と

二
人
、
大
晦
日
を
過
、
こ
し
元
旦
を
迎
え
る
。

一
九
四
六
年
　
引
越
し
。
東
京
都
の
子
供
議
会
の
議
員
に
さ
せ
ら
れ
、
教

師
の
入
れ
知
恵
で
「
上
野
動
物
園
に
象
の
寄
贈
を
イ
ン
ド
政
府
に
懇
請

し
よ
う
」
と
い
う
緊
急
動
議
を
出
し
採
択
さ
れ
る
。

一
九
四
七
年
　
浅
草
松
屋
の
劇
場
で
公
演
さ
れ
た
『
四
辻
の
ピ
ッ
ポ
』
に

主
演
。
ス
テ
ー
ジ
で
抽
手
を
受
け
る
快
感
の
初
体
験
。
後
、
ス
テ
ー
ジ

は
教
壇
に
格
下
げ
。
夏
、
二
階
の
手
摺
と
と
も
に
二
才
の
弟
（
次
男
）

が
道
路
へ
落
下
。
母
が
そ
の
後
を
追
っ
て
飛
び
下
り
、
脚
の
骨
が
折
れ

て
飛
び
出
す
大
怪
我
。
弟
の
死
は
自
分
の
責
任
と
ぱ
か
り
衝
動
的
に
飛

ぴ
下
り
た
、
と
手
術
後
に
聞
く
。
弟
は
怪
我
一
つ
な
か
っ
た
。
こ
の
事

件
を
綴
っ
た
作
文
が
校
内
に
張
り
出
さ
れ
る
。
公
に
さ
れ
た
最
初
の
文
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章
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
投
与
で
母
は
助
か
る
。
当
時
は
ま
だ
非
常
に
高
価

だ
っ
た
。
父
が
見
事
な
藤
の
犬
鉢
を
病
室
に
贈
る
。
こ
の
花
の
イ
メ
ー

ジ
が
後
の
園
芸
趣
味
の
原
点
に
な
る
。
算
盤
検
定
試
験
で
三
級
を
取
る
。

一
九
四
八
年
　
「
象
」
を
都
議
会
へ
請
願
す
る
代
表
か
ら
発
議
者
で
あ
る

の
に
外
さ
れ
る
。
女
子
の
方
が
受
け
が
い
い
と
い
う
。
教
育
の
中
の
政

治
を
初
体
験
。

一
九
四
九
年
四
月
　
東
京
教
育
大
学
付
属
中
学
校
に
入
学
。
ほ
と
ん
ど
が

付
属
小
学
校
⊥
が
り
の
ち
ぴ
っ
子
エ
リ
ー
ト
た
ち
で
、
区
立
小
学
校
か

ら
の
受
験
組
み
は
少
数
派
で
す
こ
ぶ
る
居
心
地
悪
い
。
学
級
委
員
を
一

年
間
つ
と
め
た
後
は
鳴
か
ず
飛
ば
ず
。
九
月
、
上
野
動
物
園
に
イ
ン
ド

か
ら
象
が
来
る
。

一
九
五
二
年
四
月
　
付
属
高
校
へ
進
学
。
机
を
並
ぺ
た
友
の
何
人
か
が
別

の
高
校
へ
。
野
村
四
郎
（
現
、
能
楽
師
）
と
も
K
嬢
と
も
お
別
れ
。

一
九
五
三
年
父
、
胃
演
瘍
で
倒
れ
る
。
ク
ラ
ス
の
友
人
の
父
で
当
時
の
賢

所
の
侍
医
－
博
士
の
診
断
を
受
け
る
。
依
復
。

一
九
五
四
年
　
父
の
店
倒
産
。
竹
町
の
裏
路
地
の
小
さ
な
家
へ
引
越
し
。

突
然
未
来
が
見
え
な
く
な
る
。

一
九
五
五
年
三
月
、
東
京
大
学
受
験
失
敗
。
他
大
学
は
手
続
き
の
み
で
受

験
せ
ず
。
四
月
、
教
生
と
し
て
懇
切
な
指
導
を
下
さ
っ
た
大
学
院
生
N

氏
の
薦
め
で
城
北
予
傭
校
に
通
う
。
N
氏
を
犬
学
に
度
々
訪
間
。
氏
が

友
人
達
に
「
あ
れ
は
君
の
チ
ゴ
（
稚
兄
）
さ
ん
・
か
」
と
冷
か
さ
れ
る
の

を
目
撃
し
、
辞
書
を
引
い
て
遅
咲
き
の
目
覚
め
。
成
績
優
秀
で
張
り
出

さ
れ
た
名
前
の
中
に
自
分
を
見
つ
け
訪
れ
た
N
氏
に
見
せ
る
。

一
九
五
六
年
四
月
　
東
京
大
学
（
文
科
二
類
）
入
学
。

一
九
五
七
年
夏
　
文
芸
同
人
誌
「
パ
ロ
」
の
創
刊
を
目
指
し
て
活
動
開
始
。

以
後
、
六
号
ま
で
発
行
。

一
九
五
八
年
　
教
養
部
文
科
二
類
二
年
生
全
体
で
の
成
績
順
位
を
手
渡
さ

れ
学
科
選
択
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
ク
ラ
ス
の
才
媛
M
嬢
に
順
位
の

見
せ
合
い
を
迫
ら
れ
る
。
四
番
、
M
嬢
は
十
一
番
。
面
目
を
保
つ
。
四

月
、
法
学
部
（
文
科
一
類
）
へ
の
転
進
を
親
に
灰
め
か
さ
れ
、
外
交
官

の
イ
メ
ー
ジ
が
ち
ら
り
と
頭
を
過
ぎ
る
も
の
の
英
文
科
に
進
学
。

一
九
五
九
年
十
二
月
　
学
士
諭
文
「
向
o
昌
仁
邑
留
彗
器
『
彗
…
ぎ
向
需
－

ま
O
烏
彗
①
」
提
出
。

一
九
六
〇
年
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
（
英

語
英
文
学
）
入
学
。

一
九
六
一
年
四
月
　
桐
朋
学
園
犬
学
非
常
勤
講
師
。

　
　
　
　
十
二
月
　
修
士
論
文
「
↓
ぎ
ω
奏
凹
首
目
o
目
勺
彗
旨
巨
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
彗
雰
ω
ξ
o
コ
ζ
胃
き
＝
．
ω
－
く
ユ
8
」
提
出
。

一
九
六
二
年
四
月
　
東
京
大
学
犬
学
院
博
士
過
程
入
学
。
台
東
区
台
東
四

　
　
　
　
　
　
　
丁
目
へ
転
層
。

　
　
　
　
九
月
院
生
同
人
誌
「
勺
弓
彗
岸
」
一
号
に
「
9
0
算
㎝
ミ
O
『
言

　
　
　
　
　
　
　
O
｛
奉
三
を
発
表
。

一
九
六
三
年
四
月

一
九
六
五
年
三
月

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
九
月

一
九
六
六
年
三
月

十
一
月

共
立
女
子
大
学
短
大
部
非
常
勤
講
師
。

東
京
大
学
犬
学
院
博
士
過
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

一
橋
大
学
経
済
学
部
講
師
就
任
。

「
巾
昌
誓
巨
」
五
号
に
「
Z
畠
烹
の
場
合
」
を
発
表
。

「
ジ
目
ン
・
ダ
ン
『
唄
と
ソ
ネ
ッ
ト
』
序
論
」
（
「
人

文
科
学
研
究
」
八
号
）
。
「
最
近
の
マ
ー
ヴ
ェ
ル
研
究

か
ら
」
（
英
文
学
会
機
関
誌
「
英
文
学
研
究
」
）
。

　
「
形
而
上
詩
誕
生
の
背
景
」
（
「
言
語
文
化
」
三
号
）
。
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一
九
六
七
年
三
月
　
中
村
双
葉
と
結
婚
。
披
露
宴
に
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
飛
入
り
で
余
興
。
国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
公
務
員
宿

　
　
　
　
　
　
　
舎
R
B
棟
に
住
む
（
後
、
新
築
な
っ
た
R
C
棟
へ
転

　
　
　
　
　
　
　
層
）

　
　
　
　
五
月
　
共
同
執
筆
「
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
の
工
匠
－
エ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
理
解
の
た
め
に
」
（
季
刊
「
世
界
文

　
　
　
　
　
　
　
学
」
六
号
）
。
八
月
、
「
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
ー
－
バ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
研
究
史
に
お
け
る
A
・
ハ
ウ
ザ
ー
の
位
置
」
（
「
一
橋

　
　
　
　
　
　
　
論
叢
」
八
月
号
）
。

一
九
六
九
年
二
月
　
助
教
授
昇
進
。
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
影
」
（
「
一
橋
論
叢
」

二
月
号
）
。
八
月
、
「
「
余
り
も
の
」
の
主
張
L
（
「
一
橋
論
叢
」
六
十
二

巻
五
号
）
。

一
九
七
〇
年
六
月
　
初
め
て
の
本
、
翻
訳
『
エ
レ
ジ
ー
・
唄
と
ソ
ネ
ソ

ト
』
（
ダ
ン
詩
集
）
出
版
（
現
代
思
潮
社
）
。
こ
の
本
を
エ
ッ
セ
イ
で
扱

　
っ
た
旨
の
丁
重
な
葉
書
を
大
岡
信
氏
か
ら
、
追
っ
て
掲
載
誌
（
「
国
文

学
」
九
月
号
）
を
、
い
た
だ
く
。
七
月
「
刺
し
殺
さ
れ
た
ロ
ゴ
ス
」

（
文
芸
雑
誌
「
海
」
七
月
号
「
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
特
集
」
）
－
名
物
編
集
者
、

安
原
顕
氏
と
の
付
き
合
い
始
ま
る
。
「
英
語
文
学
世
界
」
（
八
月
号
）
に

「
詩
の
こ
と
ぱ
」
執
筆
。
九
月
、
娘
の
美
陽
出
生
。
十
月
、
英
文
学
会

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奇
想
の
系
譜
　
　
英
文
学
に
お
け
る
マ
ニ
エ
リ

ス
ム
的
な
る
も
の
」
に
講
師
と
し
て
参
加
。
十
一
月
、
朝
日
新
聞
の
コ

ラ
ム
「
研
究
ノ
ー
ト
］
に
「
反
近
代
主
義
と
グ
ロ
テ
ス
ク
」
執
筆
（
十

　
一
月
五
目
夕
刊
）
。

一
九
七
一
年
六
月
　
『
伝
統
と
現
代
』
誌
に
「
観
念
の
跳
梁
と
死
」
発
表

（
七
号
「
変
身
」
特
集
）
。
七
月
、
シ
ェ
ク
ス
ビ
ア
夏
期
講
習
会
で
「
工

リ
ザ
ペ
ス
朝
の
恋
唄
－
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
ダ
ン
L
講
演
（
会
場
、
青

山
学
院
）
。
「
中
央
公
論
」
（
八
月
号
）
に
川
田
喜
久
治
の
写
真
集
『
聖

な
る
世
界
』
の
書
評
「
魔
性
の
恐
怖
」
執
筆
。
同
号
掲
載
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
・
1
『
廿
え
の
構
造
』
の
書
評
に
気
圧
さ
れ
て
目
立
た
ず
。

サ
イ
フ
ァ
ー
著
『
現
代
文
学
と
美
術
に
お
け
る
自
我
の
喪
失
』
翻
訳
出

版
（
河
出
書
房
）
。
こ
の
出
版
あ
た
り
か
ら
美
術
分
野
へ
の
境
界
侵
犯

目
立
ち
始
め
る
。

一
九
七
一
年
　
「
ユ
リ
イ
カ
」
（
十
一
月
増
刊
号
）
に
「
ヘ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ

ト
ス
の
生
と
死
」
、
「
英
語
青
年
」
（
十
二
月
号
）
に
「
閉
じ
た
詩
と
開

か
れ
た
詩
」
執
筆
。

一
九
七
二
年
一
月
　
「
目
本
読
審
新
聞
」
に
ク
レ
イ
バ
ラ
ー
著
上
島
他
訳

『
グ
回
テ
ス
ク
の
系
譜
』
の
書
評
執
筆
（
一
月
十
七
日
号
）
。
こ
の
頃
か

ら
「
グ
回
テ
ス
ク
」
「
世
紀
末
」
「
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
」
「
バ
ロ
ッ
ク
」
関

連
記
事
の
執
筆
依
頼
暫
時
続
く
。
「
理
想
」
二
月
号
に
「
森
と
大
工
の

デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ー
ク
」
執
筆
。
カ
ネ
ッ
テ
ィ
『
群
衆
と
権
力
』
の
訳

本
の
書
評
執
筆
（
「
海
」
四
月
号
）
。
十
月
、
「
言
語
文
化
」
に
「
キ
リ

ス
ト
の
花
嫁
は
誰
か
ー
ダ
ン
の
宗
教
詩
一
篇
を
論
ず
」
を
執
筆
。
こ
れ

よ
り
先
「
英
語
青
年
」
四
月
号
か
ら
一
年
間
、
鼎
談
合
評
「
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
」
連
載
。

一
九
七
四
年
　
共
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
反
ル
ネ
サ
ン
ス
』
（
学
生
社
）
。

一
九
七
五
年
二
月
　
筑
摩
世
界
文
学
体
系
・
第
八
十
六
巻
の
月
報
に
「
ワ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ル
ド
と
美
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」
執
筆
。

　
　
　
　
八
月
　
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
イ
ェ
ン
チ
ェ
ン
奨
学
金
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
同
犬
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
翌
年
八
月
ま
で
滞
在
。

　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
足
繁
く
通
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う
。
画
家
ビ
ア
ズ
リ
ー
及
び
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
に
関

　
　
　
　
　
　
　
心
を
持
ち
始
め
る
。
大
学
の
サ
ン
ダ
ー
ズ
劇
場
で
初

　
　
　
　
　
　
　
め
て
ポ
ル
リ
ー
二
の
ピ
ア
ノ
を
聴
く
（
無
料
）
。

一
九
七
六
年
三
月
　
雪
の
中
を
ボ
ス
ト
ン
ヘ
出
掛
け
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
聴

　
　
　
　
　
　
　
く
。
十
回
の
レ
ヅ
ス
ン
で
め
で
た
く
運
転
免
許
取
得
。

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州

　
　
　
　
　
　
　
等
へ
旅
行
。
工
ー
ル
犬
学
訪
間
の
際
、
柄
谷
行
人
氏

　
　
　
　
　
　
　
夫
人
の
も
て
な
し
を
う
け
る
。
夏
、
カ
ナ
ダ
側
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
ア
ガ
ラ
を
見
る
た
め
に
大
旅
行
を
敢
行
。
ハ
イ

　
　
　
　
　
　
　
ゥ
ェ
イ
を
必
死
に
走
る
。
途
中
、
タ
ン
グ
ル
ウ
ソ
ド

　
　
　
　
　
　
　
音
楽
祭
に
寄
る
。

　
　
　
　
九
月
　
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
ア
旅
行
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
入
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
大
学
客
員
研
究
員
と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
オ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
ス
フ
ォ
ー
ド
・
回
ー
ド
の
借
家
に
滞
在
。
ロ
ー
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ス
を
楽
し
む
。
デ
レ
ク
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
の
映
画

　
　
　
　
　
　
　
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
」
を
見
る
（
後
、
日
本
は
映
倫
修

　
　
　
　
　
　
　
正
版
の
み
公
開
）
。

　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
フ
ァ
ー
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
四
段
階
』
翻

　
　
　
　
　
　
　
訳
出
版
（
河
出
書
房
）
。

一
。
九
七
七
年
　
イ
ギ
リ
ス
各
地
へ
愛
車
才
ー
ス
テ
ィ
ン
ニ
ミ
ニ
で
旅
行
。

　
　
　
　
八
月
　
帰
国
。
共
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
学
と
思
想
』
（
筑

　
　
　
　
　
　
　
摩
書
房
）
。
「
現
代
恩
想
」
十
月
号
特
集
「
貨
幣
」
に

　
　
　
　
　
　
　
エ
ツ
セ
イ
寄
稿
。

一
九
七
八
年
　
英
文
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ

ネ
ッ
ト
ヘ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
L
に
講
師
と
し
て
参
加
。
増
進
会
の
月
刊
誌

「
N
＞
。
甲
甲
」
に
対
談
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
連
載
（
聞
き
手
は
編
集

部
）
。
「
ビ
ア
ズ
リ
ー
と
性
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ツ
」
（
「
現
代
恩
想
」
五

月
号
）
。
「
ソ
ド
ム
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
（
「
現
代
恩
想
」
九
月
号
）
。
高
階

秀
爾
氏
と
対
談
す
る
　
　
「
方
法
と
し
て
の
精
神
分
析
」
（
「
現
代
思

想
」
十
月
号
。
司
会
は
当
時
の
編
集
長
、
三
浦
雅
士
氏
）
。
「
ピ
ア
ズ
リ

ー
私
論
」
（
「
カ
イ
エ
」
十
月
号
）
。
松
岡
正
剛
氏
か
ら
の
依
頼
で
雑
誌

「
遊
」
に
「
フ
ァ
ン
シ
ー
・
マ
シ
ー
ン
の
あ
る
店
で
」
を
寄
稿
。
ハ
ッ

ク
ス
リ
ー
著
『
知
覚
の
扉
』
翻
訳
出
版
（
朝
日
出
版
社
）
。

一
九
七
九
年
　
「
ペ
ヨ
ー
テ
、
そ
し
て
世
紀
末
」
（
「
カ
イ
エ
」
五
月
号
）
。

「
模
倣
と
模
倣
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
六
月
号
）
。
雑
誌
「
遊
」
（
九
月
九
日

発
行
）
に
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
や
沢
田
研
二
等
の
写
真
と
共
に
「
殺

人
未
遂
事
件
か
ら
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
週
刊
朝
目
百
科
・
世
界
の
美

術
L
五
十
四
号
（
バ
ロ
ッ
ク
）
に
執
筆
。

一
九
八
○
年
　
「
芸
術
の
構
造
と
性
の
構
造
」
（
「
現
代
思
想
」
一
月
号
）
。

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
音
楽
」
（
「
期
刊
都
響
」
二
十
六
号
）
。
「
世
紀
末

の
美
し
い
化
粧
の
下
に
」
（
N
H
K
機
関
誌
「
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

五
月
号
）
。
「
「
悦
惚
」
に
エ
ク
ス
タ
シ
ス
は
あ
っ
た
か
L
（
「
現
代
思
想
」

八
月
号
特
集
「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
哲
学
」
）
。
「
ワ
イ
ル
ド
と
サ
ロ
メ
の

系
譜
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
九
月
号
）
。
最
初
の
著
書
『
ビ
ア
ズ
リ
ー
と
世

紀
末
』
を
出
版
（
青
土
社
）
。
「
イ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
祭
壇
画
」
（
「
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
十
二
月
号
）
。
「
ロ
ン
ド
ン
演
劇
．
の
フ
リ
ン
ジ
」
（
朝

日
新
聞
十
二
月
三
目
号
）
。

一
九
八
一
年
　
「
世
紀
末
と
ロ
マ
ン
主
義
」
（
中
央
大
学
発
行
「
中
央
評

論
」
六
月
号
）
。
寺
山
修
司
氏
と
対
談
す
る
1
「
青
ひ
げ
の
犯
罪
の

307
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謎
と
ジ
ル
・
ド
・
レ
侯
爵
L
（
新
書
館
発
行
『
ペ
ロ
ー
・
狼
と
ガ
ラ
ス

の
靴
幻
想
』
所
収
）
。
こ
の
時
か
ら
劇
団
「
天
井
桟
敷
」
の
公
演
に
毎

回
招
待
さ
れ
る
。
「
コ
ル
ヴ
ォ
ー
男
爵
」
（
「
海
」
九
月
号
）
。
「
帰
属
と

演
劇
」
（
「
夜
想
」
十
月
号
）
。

一
九
八
二
年
　
「
聴
く
者
の
身
の
丈
に
合
う
ぺ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
（
「
レ
コ

ー
ド
芸
術
」
一
月
号
）
。
「
普
遍
へ
飛
翔
す
る
エ
ロ
ス
」
（
「
現
代
詩
手

帖
」
五
月
号
）
。
「
黄
色
考
現
学
」
（
「
i
S
」
六
月
「
色
」
特
集
号
）
。

夏
、
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
。
「
一
八
九
〇
年
代
研
究
学
会
」
の
秘
書
（
事

務
総
長
）
K
博
士
を
訪
問
、
『
ビ
ア
ズ
リ
ー
と
世
紀
末
』
を
贈
呈
。
博

士
宅
で
ビ
ア
ズ
リ
ー
展
を
企
画
推
進
中
の
東
京
新
聞
の
記
者
M
氏
に
出

会
う
。
後
の
■
一
連
の
美
術
展
監
修
の
原
点
。
「
一
九
〇
〇
年
の
回
想
」

（
「
夜
想
」
七
号
）
。

一
九
八
三
年
　
日
本
英
文
学
会
大
会
準
備
委
回
貝
を
務
め
る
（
三
年
任
期
）
。

「
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
は
た
だ
一
つ
の
未
完
の
交
響
曲
を
書
い
た
」
（
「
レ
コ

ー
ド
芸
術
」
一
月
号
）
。
前
田
愛
著
『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』
書

評
（
「
海
」
四
月
号
）
。
「
演
技
す
る
冗
舌
体
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
四
月
号
）
。

「
ピ
ァ
ズ
リ
ー
展
」
（
伊
勢
丹
美
術
館
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ

　
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
で
V
＆
A
美
術
館
の
ス
ー
ザ
ン
・
ラ
ン
バ
ー
ト
女
史
を

紹
介
さ
れ
る
。
「
ピ
ア
ズ
リ
ー
時
代
再
現
か
」
（
「
公
明
新
聞
」
五
月
三

十
一
目
号
）
。
「
天
才
と
新
し
い
時
代
の
波
－
異
色
の
画
家
ビ
ア
ズ
リ

ー
」
（
「
東
京
新
聞
」
六
月
二
十
一
目
号
）
。
七
月
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美

術
館
で
ピ
ア
ズ
リ
ー
の
講
演
を
す
る
。

一
九
八
四
年
　
「
絵
画
、
文
学
、
そ
し
て
音
楽
　
　
美
が
結
ぷ
も
の
」

（
「
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
二
月
号
）
。
「
〈
知
〉
の
祭
礼
か
ら
〈
情
〉
の

祝
祭
へ
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
三
月
号
）
。
三
月
、
入
試
採
点
業
務
を
終
え

て
す
ぐ
さ
ま
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ー
ト
美
術
館
へ
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
展
」

を
見
に
行
く
。
ス
ー
ザ
ン
か
ら
送
ら
れ
た
招
待
状
が
威
カ
を
発
揮
し
、

大
冊
の
図
録
を
戴
く
。
イ
ギ
リ
ス
絵
画
部
門
の
パ
リ
ス
氏
と
面
会
、
話

し
を
す
る
。
二
週
間
滞
在
。
帰
国
後
、
「
新
美
術
新
聞
」
と
「
公
明
新

聞
」
に
報
告
記
事
を
書
く
。
「
異
才
た
ち
の
出
逢
い
の
舞
台
－
ロ
ン
ド

ン
」
を
「
現
代
詩
手
帖
」
四
月
号
（
特
集
世
紀
末
都
市
）
に
執
筆
。
十

　
一
月
二
十
四
日
、
上
智
大
学
で
公
開
講
義
「
ペ
イ
タ
ー
の
ル
ネ
サ
ン
ス

観
」
（
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
所
主
催
、
後
同
研
究
所
編
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

観
の
変
遷
』
に
収
録
さ
れ
る
）
。
同
じ
く
十
一
月
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美

術
館
で
講
演
「
愛
と
死
と
永
遠
の
女
性
ー
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
世
紀
末
の

画
家
た
ち
」
（
地
中
海
学
会
主
催
・
連
続
講
演
「
美
術
と
音
楽
」
）
。
講

演
後
、
音
楽
之
友
社
か
ら
連
続
講
演
す
べ
て
を
ま
と
め
て
一
冊
の
本
に

し
た
い
と
い
う
コ
ン
タ
ク
ト
あ
り
。
結
局
、
他
の
講
演
者
（
木
島
俊
介

氏
、
山
口
昌
男
氏
、
高
階
秀
爾
氏
、
遠
山
一
行
氏
、
鍋
島
元
子
氏
）
の

意
見
ま
と
ま
ら
ず
、
，
こ
破
算
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
「
音
楽
芸
術
」
に

「
音
楽
と
美
術
－
愛
と
死
と
永
遠
の
女
性
」
の
連
載
を
始
め
る
（
一
年

二
力
月
に
及
ぷ
）
。
「
厳
し
さ
と
陶
酔
の
悪
魔
的
合
体
」
（
「
レ
コ
ー
上
云

術
」
別
冊
「
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
」
）
。
「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
か

ら
ア
ー
ル
・
デ
コ
ヘ
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
十
二
月
号
）
。

一
九
八
五
年
正
月
　
突
然
首
に
激
痛
、
腕
が
上
が
ら
な
い
。
監
修
役
を
務

め
る
美
術
展
の
図
録
や
関
連
記
事
の
雑
誌
・
新
聞
へ
の
大
量
執
筆
で
頸

骨
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
。
し
か
し
、
無
事
〕
フ
フ
ァ
エ
ル
前
派
と
そ
の
時
代

展
」
開
催
（
一
月
二
十
六
目
－
伊
勢
丹
美
術
館
）
。
同
展
に
関
連
し
て

N
H
K
「
日
曜
美
術
館
」
に
出
演
（
司
会
は
浜
美
枝
さ
ん
と
国
井
ア

ナ
）
。
「
芸
術
新
潮
」
に
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
　
　
運
命
の
女
た
ち
」
寄
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稿
（
二
月
号
）
。
澁
澤
龍
彦
著
『
太
陽
王
と
月
の
王
』
書
評
（
「
週
刊
ポ

ス
ト
」
二
月
二
十
二
日
号
）
。
こ
の
後
、
澁
澤
氏
か
ら
近
著
を
贈
ら
れ

る
。
雑
誌
「
一
枚
の
繍
」
（
四
月
号
）
に
エ
ッ
セ
イ
「
ベ
ア
…
タ
・
ベ

ア
ト
リ
ッ
ク
ス
」
寄
稿
。
十
一
月
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
で
講
演

（
「
サ
ロ
メ
か
ら
キ
リ
ス
ト
ヘ
　
　
＾
画
家
マ
テ
ィ
ス
V
を
め
ぐ
っ
て
」
）
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
中
の
日
本
－
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
（
二
橋

論
叢
L
九
十
四
巻
六
号
〕
。

一
九
八
六
年
二
月
　
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
来
日
公
演
（
小
沢
指
揮
）
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
「
ボ
ス
ト
ン
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
似
合
う
街
」
執
筆
。
婦

人
雑
誌
「
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
」
四
月
号
に
「
ひ
っ
そ
り
と
息
づ
く
愛
の

不
安
　
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
絵
画
名
作
展
」
執
筆
。
当
時
、
編
集
者
安
原

氏
の
方
針
で
男
性
も
読
む
雑
誌
へ
変
身
し
て
い
た
。
こ
の
頃
観
劇
の
帰

り
、
男
性
読
者
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
。
『
世
紀
末
の
美
学
』
出
版
（
研

究
社
）
。
『
コ
ル
ヴ
ォ
ー
男
爵
－
知
ら
れ
ざ
る
世
紀
末
』
出
版
（
小
澤
書

店
）
。
七
月
、
山
本
和
平
氏
磯
田
光
一
氏
等
の
尽
力
で
前
記
二
著
の
出

版
祝
賀
会
（
銀
座
、
日
航
ホ
テ
ル
）
。
「
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
」
九
月
号
に

「
風
景
を
追
い
続
け
た
画
家
、
タ
ー
ナ
ー
」
執
筆
。
『
寺
山
修
司
の
戯

曲
』
第
五
巻
の
書
評
を
書
く
（
「
現
代
詩
手
帖
」
九
月
号
）
。
「
リ
ケ
ッ

ツ
＆
シ
ャ
ノ
ン
の
北
斎
コ
レ
ク
シ
目
ン
」
（
「
学
燈
」
八
十
三
巻
九
号
）
。

九
月
、
共
著
『
美
神
と
殉
教
者
』
（
辻
邦
生
編
集
、
集
英
社
）
出
版
。

一
九
八
七
年
　
「
ダ
リ
ッ
ヂ
美
術
館
展
」
関
連
記
事
を
読
売
新
聞
（
二
月

十
五
目
号
）
に
審
く
。
「
バ
ー
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
後
期
ラ
フ
ァ
エ
ル

前
派
展
」
監
修
（
伊
勢
丹
美
術
館
）
。
美
術
展
図
録
に
「
記
録
の
な
い

時
間
－
バ
ー
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
美
学
の
深
海
を
探
る
」
執
筆
。
美
術
展

解
説
記
事
を
東
京
新
聞
に
執
筆
。
「
永
遠
に
醒
め
な
い
《
眠
り
姫
》
1

バ
ー
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
世
界
L
（
「
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
」
三
月
号
。
）

三
月
、
「
西
洋
の
美
術
」
展
始
ま
る
。
関
連
記
事
を
「
読
売
新
聞
」
（
四

月
七
日
号
）
と
「
週
間
読
売
」
に
書
く
。
「
日
本
へ
来
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」
（
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ァ
リ
ア
ー
ナ
」
第
五
巻
）
。
「
マ
ー
ラ
ー
は
私
を

回
顧
的
に
す
る
」
（
音
楽
之
友
別
冊
「
マ
ー
ラ
ー
の
す
べ
て
」
）
。
「
絵
画

と
音
楽
の
接
近
」
（
「
聖
教
新
聞
」
十
一
月
二
十
八
日
号
）
。

一
九
八
八
年
一
月
『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
バ
ロ
ッ
ク
』
出
版
（
青
土
社
）
。

　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
フ
ァ
ー
著
『
ロ
コ
コ
か
ら
キ
ュ
ビ
ス
ム
ヘ
』
翻

　
　
　
　
　
　
　
訳
出
版
（
河
出
書
房
）
。

　
　
　
　
二
月
　
府
中
市
西
原
町
四
丁
目
に
家
を
新
築
、
転
居
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
自
著
を
も
と
に
一
人
芝
居
用
の
台
本
『
コ
ル
ヴ
ォ
ー

　
　
　
　
　
　
　
男
爵
－
黄
昏
の
ヴ
ェ
ニ
ス
』
を
書
く
（
画
廊
美
蕾

　
　
　
　
　
　
　
樹
の
主
宰
者
、
生
越
鮮
子
氏
の
依
頼
）
。
生
演
奏
つ

　
　
　
　
　
　
　
き
の
芝
居
な
の
で
、
音
合
わ
せ
を
自
宅
で
。

　
　
　
　
六
月
　
青
山
ス
パ
イ
ラ
ル
地
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
C
A
Y
」

　
　
　
　
　
　
　
で
上
演
。
千
秋
楽
の
幕
が
は
ね
て
か
ら
、
新
宿
で
祝

　
　
　
　
　
　
　
宴
。
祝
宴
の
記
事
が
写
真
つ
き
で
「
流
行
通
信
」
創

　
　
　
　
　
　
　
刊
号
に
掲
載
さ
れ
る
　
　
宴
の
出
席
者
は
生
越
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
黒
田
邦
雄
氏
（
映
画
評
論
家
）
、
一
人
芝
居
を
熱
演

　
　
　
　
　
　
　
し
た
田
村
連
氏
、
河
村
の
招
待
客
、
井
上
俄
宏
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
劇
団
「
円
」
の
青
年
俳
優
）
。
電
尊
が
な
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
井
上
氏
を
西
原
町
の
家
に
案
内
、
泊
ま
っ
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
く
〇

　
　
　
　
五
月
　
日
本
英
文
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
紀
末

　
　
　
　
　
　
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
契
機
」
の
司
会
を
務
め
る
。
辻
邦
生
、

309



一橋論叢　第125巻　第3号　平成13年（2001年）3月号　（106）

　
　
　
　
　
　
　
若
桑
み
ど
り
、
小
池
滋
、
出
淵
博
の
四
氏
に
講
師
を

　
　
　
　
　
　
　
依
頼
、
聴
衆
五
百
人
に
及
ぷ
。
以
後
、
辻
氏
と
の
交

　
　
　
　
　
　
　
誼
続
く
。

　
　
　
　
九
月
十
五
目
　
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
二
箇
月
間
ヨ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
パ
滞
在
の
た
め
出
発
（
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
ン
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
パ
リ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
、
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ド
ン
等
）
。
十
月
九
目
、
ラ
ス
キ
ン
文
庫
主
催
の

　
　
　
　
　
　
　
研
究
講
座
で
講
演
－
「
バ
ー
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
ラ

　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ン
」
（
「
ラ
ス
キ
ン
便
り
」
第
十
四
号
に
掲
載
さ

　
　
　
　
　
　
　
れ
る
）
。

一
九
八
九
年
（
平
成
一
年
）
　
「
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
（
二
月
号
）
に
「
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
－
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ァ
を
め
ぐ
う
て
」
執
筆
。
「
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
の
絵
画
展
」
監
修
（
伊
勢
丹
美
術
館
）
。
図
録
に
「
明
治
時

代
の
ワ
ッ
ツ
熱
愛
」
執
筆
。
二
月
十
二
目
、
「
目
曜
美
術
館
」
の
「
世

紀
末
の
夢
ー
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ピ
ア
ズ
リ
ー
」
に
出
演
（
司
会
は
加
賀

美
ア
ナ
）
。
「
朝
目
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
書
評
委
員
（
書
物
と
評
者
の
選
定
）

を
翌
年
二
月
ま
で
一
年
問
務
め
る
（
匿
名
）
。
時
に
自
身
で
も
書
評
を

受
け
持
つ
（
七
月
二
十
一
日
号
、
十
月
十
三
日
号
、
十
二
月
一
目
号
）
。

イ
ギ
リ
ス
と
の
国
際
交
流
専
門
委
貞
会
（
略
称
、
イ
ギ
リ
ス
委
員
会
）

の
委
員
を
務
め
る
（
定
年
退
官
ま
で
）
。

一
九
九
〇
年
　
J
・
マ
ー
シ
ュ
著
『
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
画
集
〈
女
〉
』
翻

訳
出
版
（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
）
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
へ
交
換
教
授
と

し
て
出
向
く
た
め
、
英
語
に
よ
る
講
義
準
備
を
始
め
る
が
「
ロ
セ
ッ
テ

ィ
展
」
監
修
の
仕
事
も
あ
っ
て
は
か
ど
ら
な
い
。
最
後
に
は
開
き
直
り
、

既
発
表
の
日
本
語
原
稿
を
現
地
で
即
席
で
英
語
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

八
月
、
映
画
「
コ
ッ
ク
と
泥
棒
、
そ
の
妻
と
愛
人
」
（
監
督
グ
リ
ー
ナ

ウ
ェ
イ
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
色
彩
の
氾
濫
は
欲
望
の
ド
ラ
マ
を
映
し

出
す
」
を
書
く
。
ヘ
ン
ダ
ー
ス
ン
著
川
端
ほ
か
訳
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ

リ
ス
伝
』
審
評
（
「
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
」
八
月
号
）
。
九
月
二
十
二
日
、

英
国
祭
の
一
環
と
し
て
の
「
回
セ
ソ
テ
ィ
展
」
始
ま
る
（
文
化
村
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
。
図
録
に
「
日
本
と
D
・

G
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
」
を
書
く
。
数
目
後
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
ヘ
出
立
。

シ
ェ
フ
ィ
i
ル
ド
大
学
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
紀
末
美
術
」
の
講
義
を
す

る
。一
九
九
一
年
　
「
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
便
り
」
を
梶
本
音
楽
事
務
所
の
依
頼

で
同
事
務
所
主
催
の
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
隔
月
寄
稿
。
事
務
所
の
手

配
で
招
待
を
受
け
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
響
の
演
奏
会
を
聴
き
に
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
ヘ
日
帰
り
旅
行
。
ラ
ト
ル
の
指
揮
に
感
激
。
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ

　
エ
＾
シ
ラ
ノ
V
世
界
初
演
」
を
「
ダ
ン
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
」
八
月
号
に
寄

稿
。
夏
休
み
、
家
族
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
運
河

の
底
ま
で
（
タ
ク
シ
ー
が
事
故
で
沈
没
し
て
）
見
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ

戻
る
。

一
九
九
一
年
九
月
　
帰
国
。
共
著
『
創
造
力
の
変
容
』
出
版
（
研
究
社
）
。

一
九
九
二
年
三
月
　
K
・
ク
ラ
ー
ク
著
「
ベ
ス
ト
・
．
オ
ヴ
・
ビ
ア
ズ
リ

ー
」
翻
訳
出
版
（
白
水
社
）
。
六
月
、
一
橋
大
学
開
放
講
座
で
公
開
講

義
を
す
る
（
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
と
世
紀
末
の
絵
画
」
）
。
十
月
、
「
西
洋

絵
画
の
な
か
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
展
を
監
修
（
伊
勢
丹
美
術
館
で
十

月
二
十
九
日
オ
ー
プ
ン
）
。
十
一
月
、
「
恒
松
正
敏
展
」
始
ま
る
（
丸
の

内
画
廊
）
。
過
日
、
美
蕾
樹
で
知
ウ
て
以
来
注
目
し
て
い
る
画
家
。
図

録
に
「
意
識
下
へ
潜
入
す
る
眼
」
を
執
筆
。
朝
目
新
聞
（
タ
刊
）
コ
ラ
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ム
「
出
会
い
の
風
景
」
連
載
（
金
五
回
）
。
そ
の
コ
ラ
ム
で
も
取
り
上

げ
た
と
こ
ろ
地
方
の
恒
松
フ
ァ
ン
か
ら
問
い
含
わ
せ
が
来
る
。

一
九
九
三
年
二
月
、
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
で
講
演
。
一
泊
後
、
高
松
市
に
巡

回
し
た
「
西
洋
絵
画
の
な
か
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
展
の
講
演
で
高
松

　
へ
行
く
。
三
月
、
音
の
翻
訳
『
エ
レ
ジ
ー
・
唄
と
ソ
ネ
ッ
ト
』
を
基
に

し
た
朗
唱
劇
の
再
演
の
た
め
犬
阪
へ
行
く
（
初
演
は
東
京
の
美
蕾
樹
。

役
者
は
田
村
氏
）
。
バ
レ
エ
雑
誌
「
ダ
ン
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
」
（
十
月
号
特

集
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
）
に
「
四
日
問
の
伝
説
」
を
執
筆
。

こ
の
頃
か
ら
バ
レ
エ
ー
ダ
ン
ス
評
論
が
散
発
的
に
続
く
。
も
と
も
と
好

き
な
舞
台
芸
術
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
喜
ぷ
。
T
O
S
H
1

主
演
の
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
『
H
A
M
L
E
T
』
（
十
一
月
十
二
日
－
二

十
一
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
世
紀
末
の

愛
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
愛
」
を
書
く
。
総
稽
古
に
も
立
ち
会
う
。
公
演
当

目
は
夫
婦
で
、
役
者
の
井
上
倫
宏
氏
も
招
待
し
て
、
観
劇
。
熱
烈
な

T
O
S
H
ー
フ
ァ
ン
た
ち
の
矯
声
に
翻
弄
さ
れ
る
。

以
下
は
主
立
っ
た
事
柄
・
執
筆
活
動
の
み
を
記
す
。

一
九
九
三
年
　
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
美
術
」
展

監
修
。
図
録
に
「
ラ
ス
キ
ン
の
美
学
」
を
書
く
。
『
寺
山
修
司
メ
モ
リ

ア
ル
』
（
読
売
新
聞
社
）
に
「
赤
い
櫛
　
　
寺
山
修
司
の
世
界
」
を
執

筆
。
九
月
二
十
三
日
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
主
催
日
英
国

際
会
議
の
司
会
を
務
め
る
。

一
九
九
四
年
五
月
　
パ
レ
エ
公
演
《
ル
ジ
マ
ト
フ
の
す
べ
て
》
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
「
ル
ジ
マ
ト
フ
賛
」
を
書
く
。
公
演
の
ゲ
ネ
プ
ロ
も
見
学
。

一
九
九
五
年
　
季
刊
「
バ
レ
エ
の
本
」
（
音
楽
之
友
社
）
十
三
号
か
ら
連

載
を
開
始
。
総
タ
イ
ト
ル
は
「
芸
術
の
華
ー
バ
レ
エ
ヘ
の
誘
い
」
。

一
九
九
五
年
一
月
　
イ
ギ
リ
ス
委
員
会
で
招
璃
し
た
J
・
マ
ー
シ
ュ
女
史

（
美
術
史
家
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
権
威
）
の
お
世
話
を
す
る
。
冬
の

京
都
、
奈
良
な
ど
を
案
内
。

一
九
九
六
年
　
　
　
日
本
を
代
表
す
る
男
性
パ
レ
エ
・
ダ
ン
サ
ー
坂
本
登

　
　
　
　
　
　
　
喜
彦
氏
（
一
九
九
五
年
度
「
芸
術
選
奨
」
文
部
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
賞
受
賞
）
と
対
談
、
「
パ
レ
エ
の
本
」
ニ
ハ
号
に
掲

　
　
　
　
　
　
　
載
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
五
月
一
目
　
一
橋
大
学
大
学
院
一
言
語
社
会
研
究
科
創
設
、

　
　
　
　
　
　
　
同
研
究
科
教
授
と
な
り
、
講
座
「
社
会
言
語
」
の
中

　
　
　
　
　
　
　
で
「
非
言
語
情
報
」
の
一
環
と
し
て
美
術
史
を
担
当
。

　
　
　
　
　
　
　
六
月
一
目
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
で
講
演
「
オ
ス

　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
と
三
人
の
画
家
」
。

一
九
九
七
年
三
月
　
回
ン
ド
ン
の
か
つ
て
画
家
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
ア
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
エ
だ
っ
た
家
に
住
む
挿
絵
芸
術
研
究
の
エ
ン
ゲ
ン
氏

　
　
　
　
　
　
　
を
訪
問
。
別
の
目
、
世
紀
末
芸
術
の
大
コ
レ
ク
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ワ
ス
氏
を
訪
問
。
夏
、
蓼
科
の
山
荘
で
「
ピ
ア

　
　
　
　
　
　
　
ズ
リ
ー
と
世
紀
末
」
展
の
図
録
の
監
修
、
執
筆
に
没

　
　
　
　
　
　
　
頭
。

　
　
　
　
十
一
月
六
目
　
「
ビ
ア
ズ
リ
ー
と
世
紀
末
」
展
開
会
（
伊
勢

　
　
　
　
　
　
　
丹
美
術
館
）
。
（
前
日
、
展
示
作
業
に
立
ち
会
う
。
）

　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
青
柳
い
づ
み
こ
氏
の
C
D
（
ド
ビ
ュ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
）
の
解
説
執
筆
。

一
九
九
八
年
三
月
　
『
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ピ
ア
ズ
リ
ー
世
紀
末
、
異
端
の

画
家
』
出
版
（
河
出
書
房
）
。
巻
末
の
年
表
お
よ
ぴ
コ
ラ
ム
の
二
つ
を
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院
生
の
石
井
康
朋
君
に
頼
む
。
四
月
、
妓
阜
県
美
術
館
で
講
演
。
「
英

語
音
年
」
八
月
号
ピ
ア
ズ
リ
ー
特
集
に
「
ピ
ア
ズ
リ
ー
の
日
本
、
ピ
ア

ズ
リ
ー
の
イ
タ
リ
ア
」
を
発
表
。

一
九
九
八
年
　
読
売
新
聞
三
月
九
日
号
に
「
文
学
に
急
接
近
し
た
絵
画
」
、

同
二
十
＝
百
の
毎
日
新
聞
美
術
欄
〈
二
枚
の
絵
〉
に
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の

作
品
に
つ
い
て
寄
稿
。
十
一
月
、
『
世
紀
末
美
術
の
楽
し
み
方
』
出
版

　
（
新
潮
社
）
。

一
九
九
九
年
春
　
美
術
雑
誌
「
プ
リ
ン
ツ
ニ
十
こ
で
画
家
金
子
国
義
氏

　
と
対
談
。
十
一
月
、
ロ
ン
ド
ゾ
の
美
術
史
家
ニ
ュ
ー
ア
ル
氏
を
訪
問
、

美
術
展
監
修
の
打
ち
合
わ
せ
。
二
〇
〇
年
前
の
世
紀
末
　
　
愛
を
め

　
ぐ
っ
て
十
選
」
を
日
本
経
済
新
聞
に
連
載
。

二
〇
〇
〇
年
三
月
　
最
終
講
義
。
一
橋
大
学
を
定
年
退
官
。

　
　
　
　
四
月
　
一
橋
犬
学
名
誉
教
授
の
辞
令
。
帝
京
大
学
文
学
部
国

　
　
　
　
　
　
　
際
文
化
学
科
教
授
就
任
。
監
修
し
た
「
ラ
フ
ァ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
前
派
L
展
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
で
ス
タ
ー
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
講
演
に
出
向
き
、
図
録
制
作
に
見
事
に
力
を
発
揮
し

　
　
　
　
　
　
　
た
占
部
敏
子
氏
（
か
つ
て
の
ゼ
ミ
の
学
生
）
に
再
会
。

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
三
日
、
同
展
、
東
京
へ
移
る
（
安
田
火
災
東

　
　
　
　
　
　
　
郷
青
児
美
術
館
）
。
前
日
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
挨
拶
。

　
　
　
　
　
　
　
図
録
諭
文
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
－
自
然
主
義
一
象

　
　
　
　
　
　
　
徴
主
義
、
そ
し
て
唯
美
主
義
」
（
英
語
訳
を
マ
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
ッ
ク
女
吏
に
依
頼
し
て
併
載
）
。

年
譜
補
遺

　
非
常
勤
講
師
歴
－
津
田
塾
大
学
大
学
院
、
御
茶
ノ
水
女
子
大
学
大
学
院
、

　
東
京
犬
学
西
洋
近
代
文
学
科
、
武
蔵
大
学
大
学
院
、
一
橋
犬
学
大
学
院

　
（
退
官
後
の
一
年
問
）
、
明
治
大
学
大
学
院
（
現
在
も
続
く
）
。

　
集
中
講
義
歴
－
東
北
大
学
、
弘
前
犬
学
。
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（109）　編集後記

●
1’
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
記

＼
箏
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
　
　
　
　
　
　
　
編

　
昨
年
度
、
河
村
錠
一
郎
先
生
が
退
官
さ
れ
ま

し
た
。
言
語
社
会
研
究
科
設
立
以
前
か
ら
の
先

輩
同
僚
で
あ
る
先
生
が
去
ら
れ
る
の
は
、
ま
こ

と
に
さ
び
し
い
思
い
で
す
。
特
に
、
あ
の
伊
達

と
も
い
え
る
酒
落
た
お
洋
服
と
身
振
り
に
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
お
会
い
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る

の
は
残
念
で
す
。
就
職
し
て
す
ぐ
の
時
期
に
、

ゼ
ミ
紹
介
の
冊
子
で
先
生
の
お
写
真
を
拝
見
し
、

た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。
宝
塚
の
ブ
ロ
マ
イ
ド

か
と
見
紛
う
よ
う
な
、
し
ゃ
れ
た
格
子
の
ベ
レ

ー
を
か
ぶ
り
、
正
面
を
向
か
ず
に
少
し
肩
を
ね

じ
っ
た
姿
勢
で
写
っ
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

犬
変
な
先
生
が
お
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
印
象

を
持
ち
ま
し
た
が
、
実
際
お
会
い
し
て
、
写
真

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

意
識
し
て
お
い
で
の
こ
と
と
恩
わ
れ
る
気
取
り

が
す
っ
か
り
板
に
付
き
、
美
を
愛
し
探
求
し
表

現
し
よ
う
と
す
る
美
術
研
究
家
の
心
意
気
が
、

見
る
も
の
に
伝
わ
っ
て
く
る
お
婆
で
す
。
雨
の

目
に
、
白
い
レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
裾
を
さ
っ
と
は

ら
っ
て
教
官
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
動
き
に
は
、

舞
台
に
登
場
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し

た
。　
一
橋
大
学
で
は
、
西
洋
美
術
に
関
す
る
講
義

と
英
語
や
英
詩
の
授
業
を
三
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
し
た
学
生

は
、
社
会
科
学
の
教
官
と
一
味
ち
が
う
人
文
科

学
の
研
究
者
の
な
か
で
も
ま
た
独
特
な
河
村
先

生
の
授
業
に
触
れ
て
、
大
学
の
学
間
の
多
面
性

を
感
じ
取
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
人
か

の
学
生
が
美
術
史
に
興
味
を
持
ち
、
先
生
の
ゼ

ミ
に
参
加
し
て
研
究
を
は
じ
め
た
の
も
、
そ
の

魅
力
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
。
こ
専
門
の
研
究
は
英
国
美
術
家
、
と
く
に
ラ

フ
ァ
エ
ル
前
派
の
画
家
た
ち
を
対
象
に
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
世
界
中
の
美
術
館
の
み
な
ら
ず

作
品
の
あ
る
教
会
や
記
念
館
や
個
人
宅
を
訪
れ

て
、
克
明
に
調
査
さ
れ
る
の
は
、
大
変
な
．
こ
苦

労
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
ま
す
。
現
在
よ
り
ず
っ

と
交
通
の
便
も
悪
く
費
用
も
潤
沢
で
は
な
か
っ

た
時
期
か
ら
の
お
仕
事
で
す
。
画
家
の
性
格
と

画
題
と
当
時
の
芸
術
思
潮
と
の
関
わ
り
か
ら
、

美
術
作
品
を
分
析
検
討
す
る
先
生
の
論
文
に
は
、

描
か
れ
た
絵
の
世
界
に
対
す
る
愛
情
が
あ
ふ
れ

て
い
る
と
恩
わ
れ
る
こ
と
が
し
ぱ
し
ぱ
で
し
た
。

相
当
大
胆
な
説
を
主
張
さ
れ
る
の
で
、
最
初
は

半
信
半
疑
の
読
者
も
、
河
村
式
の
論
調
に
説
得

さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
耽
美

的
で
世
界
の
裏
側
を
見
て
い
る
よ
う
な
目
付
き

を
し
た
絵
の
人
物
た
ち
を
、
先
生
は
現
世
に
し

っ
か
り
身
を
置
き
な
が
ら
、
少
し
足
を
宙
に
浮

か
し
て
の
ぞ
き
こ
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
『
国
立
学
報
』
に
書
か
れ
た
退
官
の
こ
と
ぱ

の
題
名
は
「
諸
君
、
さ
よ
う
な
ら
」
で
し
た
。

別
れ
を
惜
し
ん
で
送
り
出
す
は
ず
の
私
た
ち
の

口
を
封
じ
よ
う
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
か
に
も

河
村
先
生
ら
し
い
董
言
葉
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
先
生
が
退
官
後
に
赴
任
さ

れ
た
帝
京
大
学
に
お
い
て
も
、
お
元
気
で
、
ダ

ン
デ
ィ
ー
ぷ
り
を
発
揮
さ
れ
ま
す
ま
す
，
こ
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
（
言
語
社
会
研
究
科
教
授
　
古
澤
ゆ
う
子
）
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